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「第１００回全国高等学校野球選手権記念大会」 

出場報告会（市長表敬訪問）の開催について 
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 平成３０年６月３０日から７月２７日にわたり岡崎市民球場ほかで開催され

た、第１００回全国高等学校野球選手権記念東愛知大会に「愛知産業大学三河

高等学校硬式野球部」が出場し、見事に優勝を果たしました。その結果、８月５

日から阪神甲子園球場（兵庫県西宮市）で開催される『第１００回全国高等学校

野球選手権記念大会』に２２年ぶり２回目の出場を決めました。 

このたび「愛知産業大学三河高等学校硬式野球部」のうち、豊川市内中学校出

身の選手の皆さんが、本大会出場報告のため市長を表敬訪問されます。 

 

記 

 

１ 日  時  平成３０年７月３１日（火）午前１０時 

２ 会  場  豊川市役所（２Ｆ）市長室 

３ 訪 問 者  愛知産業大学三河高等学校硬式野球部 

選 手  高橋 大地（たかはし だいち：３年）音羽中学校出身 

     石川 颯大（いしかわ そうた：３年）音羽中学校出身 

眞河 丈太郎（まがわ じょうたろう：３年）中部中学校出身 

戸田 啓太（とだ けいた：２年）東部中学校出身 

 

４ 添付資料 

第１００回全国高等学校野球選手権記念大会開催要項 

【公益財団法人日本高等学校野球連盟公式ＨＰから出典】 

第１００回全国高等学校野球選手権記念東愛知大会【準々決勝～決勝】 

【一般財団法人愛知県高等学校野球連盟ＨＰから出典】 
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第100回 全国高等学校野球選手権記念大会 開催要項

1主催
(1,全国大会  日本高等学校野球連盟、朝日新聞社

後援 毎日新聞社、特別協力 阪神甲子園球場

(2)地方式会 各都道府県高等学校野球違盟、朝日新聞社

2大 会期 日
(1)全国大会 8月 5日 から17日 間 (雨天 |II員延、準々決勝翌日の体養日1日 を含むリ
(2)地方大会 原員|:として夏体みまでの上、日:1覆 日と、夏休みを利用して行う(7月 末日までに必ず代表校が

決まるよう日程を組むり゙

3大 会開催地
(1)全国大会 長庫県西宮市・阪神甲子園球場
(2)地方大会 各都道府県高等学校野球連盟と、朝日新聞の東京、名古屋、大阪、西部各本社、あるい |よ

北海道支性、各総局とが協議して決める。この決定を速やかに全日高等学校野球選手権大

会本部 (朝 日新聞大阪本社内の高校野球総合センター)へ報告する。

4大会組織
(1)全国大会 全国47都道府県のう6代表校 (東京都、北海道、大阪府、埼玉、千葉、神奈川、愛知、兵庫、

福岡各県 :よ南北もしくは東西の各代表校 )を集めて行う。

(2)地方大会 全国47都道府県 (前記9都道府県 |よ 蘭北もしくは東西 )で地方大会を行い、56代 表社を決め

5大 会運営
11)全国大会 日本高等学校野球連盟と軽 日新聞社の両者で適任者を選んで運営委員会を構成、大会の

運営に当たる̀
ジ

(2)地方大会 各都道府県高等学校野球違盟と、地元の朝日新聞各本社、あるいは北海道支社、福岡本
部、各総局とで運営委員会を設け、運営する [.

【注】1回 戦から決勝までの成績は聞募と同時に、収支決算書は定められた様式で、決算承認の

運営委員会終了後、速やかに日本高等学校野球連盟に提出する :

6大 会役員と委員

全国大会、地方大会とも、その大会の運営委員会で逸任者を選び委嘱する。

7試 含方法

全国大会、地方大会ともトーナメント方式で行う

8試 合規則

全国大会、地方大会ともすべての試合 |よ 2013年 度公認野球規則、アマチュア野球内規、高校野球特別規員|:

|こよる。

9大 会参加校と参力E者 の資終

全国大会、地方大会とも平成31)年度大会参加著資格規定に通合したもの 1:

(日 本高等学校野球違盟からずでに送付の大会参加者資格規定を参照リ

:(〕 申し込み規定と期 日

tl夕 全国大会 十七表校 |ま所定の選手資格証 i〕彎書 (健康証明書を含む )を 3部 tう ち2部はコビー可て、押印 :ます
べてに,つ イ〔り、地元の朝 ::::新聞各本社、あるいは北海道支社、各総局を通して、速やかに

全国高等学校野 I求選手権大会車部 f朝 鐵新聞大阪本社内の高校野 I)求総合センター )に提出

する′,この場合、地方大会の選手資格証明書は流用できない (、

2)地方大会 参加義望の学校 |ま所定の選手資格証明書 t/i菫康証明書を含む |を 3部 (う ち2部はヨヒ……可、、
押奪 :ま すべて11)つく:ム 所属する都道府県高等学校野球逮盟に1是出する:各都道府県高

等学校野球連盟は、1部を全国高等学校野球選手権大会本部へ送 1寸 募 部を地元の朝日新

聞各本社、あ夕′ヽ1ま 北海道支社、各総局に提出、1部 は運盟で保管する、申し込み期日|まそ

の地方の運営委員会で決める。

11登録選手の人数と変更
11,全国大会

(イ )登録選手数は 1技 18人 以内とする.

【注]選手資終証明書に登録されていない選手は一切出場できない、
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(、 日)選手の登録変更は、変更の理由を記載した校長の変更届に、変更選手の選手資格証明書、

健康証明書を添えて大会前日 (3月 4日 )の午前9時までに全国高等学校野球選手権大会本

部へ提出すること。大会本部が審議、可否を決定する,それ以後の変更 |よ認めない。

〔2)地方大会

(イ )登録選手数は原則として全国大会に準じて1校 18人 以内とするが、その地方の大会運営委

員会が協議して、ある程度の増員をすることができる。

(園 )登録選手の変更も全国大会に準ずるが、大会運営に支障をきたさない限り、変更受付の締

切 日をのばすことができる,こ

12参 加者の健康管理、その他 (地方大会にも適用 )

(1)校 長は参加選手の健康に問題のないことを学校医から証明を受けるとともに、保護者からも選手の健康

を確認したうえ、大会参加の同意書を得る(同意書は校長が保管 )ゥ

f2)出場各校の責任教師は大会中の選手の健康管理につもヽて責任を負う。

(3)主催者は大会中の負傷、疾病に対し応急手当てをするほかは、責任を負わない゛

(4)試合が延長戦に入り、12回 終 了時に同点の場合は13回からタイブレークを開始する。ただし、決勝ではタ

イブレークを採用せず、延長回は15回で打ち切り、翌 F:l以 降に改めて再試合を行う。決勝の再試合では

タイブレークを採用する(高校野球特別規則に詳細 )。

(5)学校医から健康証明書を受けた選手でも、大会に参加してから疾病、負傷、その他の健康上の理由で、

主催者がその選手の試合出場を不適当と認めたときは出場を禁止する。

また、前記のような選手が多く出てチームの構成ができない場合は、その試合を停止して相手チームの

勝利とする。

(6)全 国大会では大会前、ならびに大会中の投手の関節機能検査 (エックス線検査を含松 )の結果、肩、酎

1二重大な障害 (肩の 1建板断裂および肘の剥離骨折を伴う靭帯断裂の直後 )が発生していると判明した場

合、大会運営委員長が検査担当医師の報告を受け、大会での登板を禁止する。

なお、この場合、投手以外で出場することは差し支えない。

(7)感染症予 1,な法に定める1:|:直、2類にかかった参加者が出たチーム |よ、他の健康な参加者も感染者でなしヽ

という医師の責任ある証明書がなも`限り、出場できな●=ただし、重篤度が低いと半|:断される場合に:上

臨時検診などを行うことで他の健∫,難な参加者の出場を検討する。

(8)出場各社は必ず責任教師が引率し、大会中のすべての行動について責任を負う。主催者が不適当と認

めた場合、その試合を停止して相手チーム 6「D勝利とすな
=

:(l農 場選手の旅費、滞在費補助規定

全国大会 1校 20人 t選手 13人 、責任教師 |ム、監督 1人 )を限度とし、次の通り旅費と滞在費補助を支給す

(1イ ,旅費は代表校の所在地から大阪までの往復普 ii塾乗車運賃 (新幹線、特急、急行料金を含む )、 船舶

利用の場合 iま普通二等の乗船運賃を支給する。ただし、沖縄、南北北海道代表校 !ま航空癖賃を支

給する()

(口 )滞在費 |よ撻選日(3用 2日 )から、その学校の最終試合日までの日数に対し、1日 1人 4,0〔I)日 を 蒔ヽ助す

tハ ,前年度優勝校が全国大会に出場できなかった場合、1憂勝旗を返還する主将と同伴の責任教師に、

現宝にょる旅費、滞在費と滞在雑費 (1人 1日 2000円 )を支給する。

14 表彰規定

(1)全国大会

fイ ナ優勝校には優勝旗、優勝層、優勝メグルを授与する。優勝旗は持ち回りとし、翌年の大会 (「

返還、そのときに記念旗を贈る
`,

1:薫 )率優勝校に 1よ率優勝盾、準優勝メダルを援与するし

t′ )ヽ代表校には参加章を贈′れ

f2'地 方式会 :憂 勝校に |よ優勝旗、優勝盾、1憂勝メタル、表彰状を授与するぅ1憂勝旗 |よ持ち爾し1と t′ 、翌狂

の大会で返還する.また、率優勝校には準優勝盾、準優勝メダルと表彰状を授与す・こ.

:う 大会諸経費 (全国大会のみ )

入場料をあて、乗11余金が生じたときは運営委員会などで協議して処分する。不足が生じたとき|ま大会準備金

を支てる.1

16そ の他

提出される書類に記載されたデータは、主催書が大会運営のために使驚 するほか、報道各社に提供 するこ

また、地方大会で1よ報道各社へ(:D提供の|=か 。主催者が監修、編集、販売する大会ハンフレットに使用する

こ,1がある(
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